
  

【問】県立中央テクノスクール
☎678-4690 FAX678-4692

●県立西部テクノスクール訓練生
　（12月入校）

【訓練科】IT技能科3
【訓練期間】12月21日～令和5年3月20日
【ところ】（有）徳島ネットコム（美馬市脇町）
【定員】15人 
【受講料】無料（教材費等別）
【応募期限】11月24日
【問】県立西部テクノスクール
☎0883-62-3067 FAX0883-62-3140

●徳島県「ふるさと起業家支援
　プロジェクト」寄附

【内容】「ふるさと起業家」を支援するため、「ふる
さと納税制度」を通じた寄附を募集しています。
詳しくは、県ふるさと納税サイトをご覧ください。

【応募期限】12月31日
【問】県企業支援課 ☎621-2369 FAX621-2853

●令和4年秋季全国火災予防運動
11月9日～15日の7日間は、秋の全国火災予防

●就職活動集中支援セミナー
【とき】11月11日、16日、22日 各14:00～
【ところ】阿南市ひまわり会館
【内容】就職活動における応募前の準備や働く
上でのストレス対策についてのセミナー

【対象】就労を希望している40代無業者と15歳
～39歳の若年無業者

【問】とくしま地域若者サポートステーション
☎602-0553 FAX625-3530

●県立中央テクノスクール訓練生
【訓練科】①ＩＴ基礎科 
②WEBシステム開発実践科2

【訓練期間】①12月5日～令和5年3月3日
②12月21日～令和5年6月20日

【ところ】①四国進学会藍住校 ②QLIP
【定員】①15人 ②20人
【受講料】無料（教材費等別）
【応募期限】①11月17日 ②12月2日

●労働相談会 in 県立図書館
【とき】11月13日13:00～
【ところ】徳島県立図書館
【内容】労使間のトラブル全般について、無料で
アドバイスします。

【問】県労働委員会事務局
☎621-3234 FAX621-2889

●Tokushima Flower Festival 2022
【とき】11月19日～24日
【ところ】道の駅くるくるなると
【内容】県産花きを使用したフラワーディスプレ
イを展示します。

【問】県もうかるブランド推進課
☎621-2409 FAX621-2856

●えいごのおはなし会
【とき】11月23日13:30～
【ところ】徳島県立図書館集会室1
【対象】3歳から小学生（保護者も可）
【定員】30人（先着順・要申込）
【問】県立図書館 ☎668-3500 FAX668-6904

※市外局番０８８を省略しています。

運動期間です。万一火災が発生したときに逃げ
遅れないために、寝室、階段などに住宅用火災
警報器を設置しましょう。

【問】県消防保安課 ☎621-2282 FAX621-2849

●11月16日は世界COPDデーです！
COPD（慢性閉塞性肺疾患）とは、主に「喫煙」が
原因で肺の働きが低下する病気です。気になっ
た方は、医療機関で肺機能検査を受診し、早期
発見・早期治療につなげましょう！

【問】県健康づくり課 ☎621-2208 FAX621-2841

●「#サステナブル徳島」
　観光SNSキャンペーン実施中

【内容】①TwitterまたはInstagramのアカウン
トで、「徳島県観光情報サイト阿波ナビ」のアカ
ウントをフォローしてください。
②未来に残したい徳島の魅力に関するエピソー
ドと写真（イラストも可）に「#サステナブル徳島」

「#徳島」「#（コース名）」の３つのハッシュタグ
をつけて投稿すると、県産品などが当たります。

【実施期限】11月30日
【問】県観光政策課 ☎621-2342 FAX621-2851

県庁だより
県主催の講習会や募集などさまざまな情報をお知らせします。

講座・講習

募集しています

催  し

お知らせ

あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する

「あわっ子文化大使」のリポートです。

ふるさと発見！

  徳島県阿南市では、阿波踊りで有名な徳島ならではの
工芸品が作られています。それが「阿波の竹人形」です。
誰もがお祭りやイベント、お土産屋など、徳島県のいろいろ
なところで見たことがあるのではないでしょうか。ライトアッ
プされた大きな竹人形は映えますね。
　さて、竹が阿南市に伝
わったのは江戸時代。中
国から孟

もうそうちく
宗竹が持ち込ま

れた頃から、阿南市ではタ
ケノコや竹炭などが生産
され、「竹の里」として知
られるようになりました。
　五

ご さ ん ち く
三竹を原料とした阿波踊り竹人形作りは、戦後間もな

い頃、鳴門市の故 藤
ふじたよしはる

田義治さんが考案し、藤田さんを師
として県内各地に広まりました。阿南市で始めた最初の人
は故 小

おがわれんいち
川練一さん。竹人形の人気は高まり、最盛期には

五十人もの職人が制作していました。現在は職人の数が
減っているものの、細やかで表情豊かな竹人形を作って、
阿南市を盛り上げています。ぜひ、阿南市に来て伝統的な
職人の技に触れてみてください。

●あわっ子文化大使リポーター

徳島県立富岡東中学校　阪
さかい

井 ひなた

巧みな職人技が光る！
 「阿波の竹人形」

●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
学校教育課  ☎088-621-3054 FAX088-621-2882

阿波の竹人形
阿南市産業部商工政策課提供

そば米雑炊
①	そば米をたっぷりの水（5カップ程度）で15分程茹で、水洗い

してザルにあげておく。
②	にぼしを浸けた水に干ししいたけの戻し汁を加え鍋に入れ

て火にかけ、沸騰後2～3分したらにぼしを取り出す。
③	鶏もも肉は皮をとって1cm角に切り、酒をふりかけて揉んでおく。
④	にんじんはいちょう切り、こんにゃくは2cmの短冊切り、干し

しいたけは細切り、ちくわは薄切りにする。
⑤	②に③、④の具材を入れて煮る。醤油とみりんで味を付け、

最後に①のそば米を入れ、小口切りにした青ねぎをあしらう。
⃝	そば米120g（※体質によりアレルギーにご注意ください）
⃝	鶏もも肉100g、ちくわ1本、にんじん1/4本、干ししいたけ2枚（ぬ

るま湯に浸けて戻し、戻し汁も使う）、こんにゃく1/3丁、青ねぎ2本
⃝	酒大さじ1強、にぼし12尾（前日から水4カップに浸ける）、

薄口しょうゆ大さじ3、みりん大さじ1/2
◀レシピはこちらから  レシピ提供：もうかるブランド推進課

徳島県新型コロナ関連相談コールセンター

新型コロナワクチン接種に関する、副反応等のご相談は…

かかりつけ医がいない、相談する医療機関がない場合は…

少しでも体調の異変を感じたら
まずは、かかりつけ医に電話でご相談ください

新型コロナワクチン接種後も引き続き、感染防止対策をお願いします。
「３密（密閉・密集・密接）」の回避、マスクの着用、手洗い、手指消毒や換気の励行 など

24時間対応
土・日・祝日含む

●コロナ後遺症相談窓口
「症状や体調に関する相談」や「症状に応じた医療機関」をご案内します。 FAX：0120-946-199（フリーダイヤル）

●受診・相談センター 受診可能な「診療・検査協力医療機関」をご案内します。

聴覚に障がいのある方など、電話でのご相談が難しい方は、FAXをご利用ください。

●その他、県内のコロナウイルスに関する一般相談
FAX：0120-946-199（フリーダイヤル）

陽性となり、自宅療養されている方の体調急変時における連絡・相談を受け付けます。

●とくしま健康フォローアップセンター「専用相談窓口」
FAX：0570-063-123

専門的な知識を有する看護師や保健師が24時間対応し、接種による「副反応」や「医学的

知見が必要となる専門的な相談」などを承ります。

●新型コロナワクチン専門相談コールセンター
FAX：0120-939-412（フリーダイヤル）
✉vaccine_tokushima@bricks-corp.com

　11月1日から、消防機関と医療機関が救急搬
送時に患者の状態や受入れ医療機関の情報を双
方向で共有できる新たなシステム「救急搬送支
援システム」の運用を開始しています。
　このシステムの活用により、消防機関と医療機
関の双方が、必要な情報を「正確」かつ「リアルタ
イム」で入手することで、救急搬送の迅速化・適
正化を図り、救命率の向上を目指しています。

県民の皆さまの大切な命を守るため
救急搬送の支援に取り組んでいます。

徳島県救急搬送支援システム

【問】県医療政策課
☎088-621-2732 FAX088-621-2898
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関 龍彦（せき・たつひこ）さん
1964年生まれ 。神奈川県出身。早稲田大
学卒業後、出版社の講談社に入社。日本初
のビューティー専門誌『VOCE』の創刊に尽
力し、同誌編集長に就任。2010年より女性誌

『FRaU（フラウ）』の編集長を務める。2021
年に『FRaU S-TRIP（エストリップ）徳島』を発
刊。SDGｓの先端を走る徳島県の取り組み
を、まるごと一冊に収め全国に発信した。

住友紀人（すみとも・のりひと）さん
1964年生まれ 。徳島県小松島市出身。県
立名西高校芸術科を経てアメリカのバーク
リー音楽大学を卒業。映画「ホワイトアウト」

（2000年）と「沈まぬ太陽」（2009年）で、そ
れぞれ「日本アカデミー賞 優秀音楽賞」を
受賞。2022年7月に徳島で開催された全国
高校総体の総合開会式では、公開演技の
総合プロデューサーを務めた。

●「日本独自のSDGsが徳島にはある」と関さん。

秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃

両
殿
下
を
驚
か
せ
た

高
校
生
た
ち
の
演
技

■
知
事　

今
年
７
月
、徳
島
で
51

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校

総
体
の
総
合
開
会
式
で
は
、公
開

演
技
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務

め
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。高
校
生
だ
け
で

演
技
を
行
う
に
あ
た
り
、指
導
者

と
し
て
ご
苦
労
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

■
住
友　

高
校
生
に
愛
情
を
持
っ

て
向
き
合
っ
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を

人
選
で
き
た
の
で
、最
初
か
ら「
絶

対
、失
敗
す
る
わ
け
が
な
い
」と
確

信
し
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
と

の
距
離
も
あ
っ
と
い
う
間
に
縮
ま

り
、ス
ト
レ
ス
が
全
然
な
い
現
場
で

し
た
ね
。コ
ロ
ナ
で
あ
ま
り
合
同
練

習
が
で
き
な
い
中
、高
校
生
も
ス

タ
ッ
フ
も
本
当
に
頑
張
っ
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。

■
知
事　

本
番
で
は
、秋
篠
宮
皇

嗣
、同
妃
両
殿
下
に
も
ご
観
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
。高
校
生
の
中
に
プ

ロ
が
混
じ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
よ

う
で
、全
員
が
高
校
生
と
知
っ
た
時

は
す
ご
く
驚
か
れ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

■
知
事　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
学
者

な
ど
、子
ど
も
た
ち
に
は
い
ろ
ん
な

夢
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、や
は
り

「
思
い
の
強
さ
」を
持
ち
続
け
る
こ

と
が
必
要
な
の
で
す
ね
。

■
住
友　

人
間
っ
て
一
人
ひ
と
り

顔
も
形
も
違
う
し
、育
つ
環
境
も

違
う
。つ
ま
り
、自
分
と
い
う
人
間

は
、世
の
中
に
絶
対
１
人
し
か
い
な

い
ん
で
す
。作
曲
に
し
て
も
、素
直

に
自
分
を
表
現
す
れ
ば
、世
の
中
に

一
つ
し
か
な
い
曲
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。自
分
を

信
じ
て
、自
分
な
り
の
こ
と
を
一
生

懸
命
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
に
し
か

で
き
な
い
こ
と
を

自
分
ら
し
く
追
求
す
る

■
知
事　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、音

楽
業
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

全
国
高
校
総
体
で
披
露
し
た

高
校
生
た
ち
の
表
現
力
に
、

無
限
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
住す

み
と
も友 

紀の
り
ひ
と人

さ
ん

作
曲
家
・
音
楽
家

■
住
友　

優
秀
な
ダ
ン
サ
ー
が
実

際
に
踊
っ
た
動
画
を
高
校
生
に
見

て
も
ら
い「
次
に
僕
ら
が
行
く
ま
で

に
練
習
し
て
お
い
て
ね
」と
い
う
や

り
と
り
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。あ

ま
り
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
最
初
は

あ
っ
け
に
と
ら
れ
て
い
た
高
校
生

も
、次
第
に
表
情
が
表
現
者
の
顔

に
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
。そ
う
い
っ

た
こ
と
も
、秋
篠
宮
様
が「
プ
ロ
が

演
技
し
て
い
る
の
で

は
？
」と
思
わ
れ
た
理

由
の
一
つ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

諦
め
な
い
強
さ
が

夢
を
近
づ
け
る

■
知
事　
こ
れ
か
ら
作

曲
家
を
目
指
す
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

■
住
友　

自
分
の
夢
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
一

番
大
事
な
こ
と
は「
諦

め
な
い
」こ
と
だ
と
思

う
ん
で
す
。ほ
と
ん
ど
の

人
が「
実
現
で
き
る
は

ず
が
な
い
」と
感
じ
る

こ
と
を
、と
こ
と
ん
諦
め

ず
に
や
っ
て
み
る
こ
と
が

●「自分を信じて夢を追いかけてほしい」と住友さん。

●プロの指導のもと公開演技の練習に励む高校生たち。

●「FRaU S-TRIP 徳島」で一冊まるごと
　徳島を特集。（2021年10月26日発売）

時
代
の
変
化
を
鋭
く
捉
え
な
が
ら
、新
た
な
視
点
で
女
性
誌

を
編
集
す
る
関
龍
彦
さ
ん
。映
画
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、多
彩
な

角
度
か
ら
音
楽
の
世
界
を
切
り
拓
く
住
友
紀
人
さ
ん
。徳
島

と
深
く
関
わ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
お
二
人
に
、徳
島
に
潜
む

「
未
知
な
る
世
界
」の
可
能
性
を
伺
い
ま
し
た
。�
（
本
文
敬
称
略
）

新
た
な
挑
戦
で
、

未
来
を
動
か
そ
う
。

知
事
対
談「
未
知
の
世
界
」を
切
り
拓
け
！

対談を動画で
みたい方はこちら

徳
島
県
知
事  

飯
泉
嘉
門


